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タネと苗の
見分け方・扱い方

第5回

野
菜
の
多
く
は
タ
ネ
を
ま
い
て
育
て
る

の
で
、
ま
ず
よ
い
タ
ネ
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
大
切
な
の
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。よ

い
タ
ネ
の
条
件
と
し
て
は
、

①
品
種
の
持
つ
遺
伝
的
特
性
を
十
分
備
え

て
い
る
こ
と

②
よ
く
充
実
し
、
発
芽
力
が
優
れ
て
い
る

こ
と

③
病
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

④
タ
ネ
以
外
の
混
雑
物
が
な
い
こ
と

な
ど
で
す
。
い
く
ら
優
れ
た
性
質
の
品
種

で
も
採
種
の
際
に
他
種
と
交
雑
し
て
い
た

り
、
発
芽
が
悪
か
っ
た
り
し
て
い
て
は
困

り
も
の
な
の
で
す
。

近
年
は
採
種
や
選
別
の
技
術
が
進
歩
し
、

貯
蔵
設
備
も
完
備
さ
れ
、
品
質
管
理
が
よ

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
不
良
品
は
大
変
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
何
分
に
も
タ

ネ
は
生
き
物
で
す
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
皆

無
に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
栽

培
の
基
本
に
な
る
タ
ネ
で
す
か
ら
、
十
分

注
意
し
て
買
い
求
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
般
的
に
、
タ
ネ
は
農
産
種
苗
法
に
よ

り
、
種
類
ご
と
の
標
準
発
芽
率
（
何
％
以

上
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
発
芽
率
や
採

種
地
な
ど
を
明
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、タ
ネ
袋
の
裏
の
記
載
事
項（
第

１
図
）
を
よ
く
見
て
、
信
用
の
お
け
る
発

売
元
で
、
発
芽
率
（
調
査
時
点
が
い
つ
か

も
確
認
）
に
問
題
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
買
い
求
め
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

多
く
出
回
っ
て
い
る
種
類
や
品
種
な
ら
、

最
近
で
は
各
地
の
店
舗
で
売
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
特
殊
な
も
の
（
地
方
野
菜
、
希
少

品
種
な
ど
）
や
育
成
さ
れ
て
間
も
な
い
新

品
種
な
ど
は
、
一
般
の
店
頭
で
は
売
ら
れ

て
い
な
い
の
で
、
種
苗
専
門
店
を
訪
ね
た

り
、
大
手
種
苗
会
社
等
か
ら
発
行
さ
れ
て

い
る
情
報
誌
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
参
考
に

し
て
、
育
成
元
、
系
列
の
販
売
店
か
ら
直

接
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
品
種
な

ど
は
数
量
に
限
り
の
あ
る
も
の
も
多
い
の

で
、
早
め
の
手
配
が
必
要
で
す
。

家
庭
菜
園
で
は
タ
ネ
は
少
量
で
足
り
る

場
合
が
多
い
の
で
、
一
袋
買
い
求
め
て
も

余
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
容
易
に
入
手
で
き
な
い
貴
重
な
タ

ネ
な
の
で
、
少
し
ず
つ
大
切
に
使
い
た
い

な
ど
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
余
り
タ
ネ
は
、
家
庭
で
も

上
手
に
保
存
す
れ
ば
、
翌
年
、
翌
々
年
ま

よ
い
タ
ネ（
種
子
）を

入
手
す
る
に
は

余
っ
た
タ
ネ
も

大
切
に
使
う

第1図　種子袋の裏面記載の例第1図　種子袋の裏面記載の例
（「桃太郎ファイト」トマトの場合）
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で
も
、
十
分
発
芽
力
を
保
た
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
簡
単
な
方
法
は
、
茶
筒
や
海

苔
の
缶
を
利
用
す
る
方
法
（
乾
燥
状
態
を

保
ち
、
冷
暗
所
に
置
く
）
で
す
。

た
だ
し
、
こ
う
し
て
貯
蔵
し
た
タ
ネ
は

開
封
し
て
取
り
出
す
と
か
な
り
短
い
日
数

で
発
芽
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
、
ま

く
直
前
に
取
り
出
す
こ
と
と
、
再
貯
蔵
す

る
と
き
は
新
し
い
乾
燥
剤
（
乾
か
し
て
再

利
用
し
て
も
よ
い
）
に
取
り
替
え
て
、
す

ぐ
に
封
入
す
る
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

果
菜
類
は
一
般
に
高
温
好
み
で
、
育
苗

に
長
い
日
数
（
ナ
ス
・
ト
マ
ト
70
〜
80
日
、

近
は
苗
の
需
要
の
高
ま
り
（
生
産
農
家
も

購
入
苗
へ
の
依
存
が
増
大
）
か
ら
大
量
に

苗
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
小
さ

め
の
ポ
リ
鉢
（
径
９
㎝
の
３
号
鉢
ま
た
は

そ
れ
以
下
の
径
８
〜
７
・
５
㎝
の
鉢
）
で

流
通
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
都
市
部
で
は
小
さ
い
鉢
の
も
の
が
主

体
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
苗
も
小

さ
い
状
態
で
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

早
く
出
回
り
、
し
か
も
小
苗
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
購
入
し
て
す
ぐ
に
植
え
る
と
、
か

弱
い
苗
が
低
温
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
植
え
傷
み
し
、
順
調
に
生
育
し

な
い
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
が
、
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
苗
の
上
手
な
扱
い
方
と
し

て
は
、
購
入
し
て
か
ら
ひ
と
回
り
大
き
な

鉢
に
移
し
替
え
（
53
頁
第
４
図
）
、
よ
い
土

を
足
し
、
日
当
た
り
の
よ
い
暖
か
い
所
で
、

寒
さ
を
よ
け
、
水
や
り
な
ど
の
管
理
も
入

念
に
し
て
、
大
苗
に
仕
上
げ
、
十
分
に
暖

か
く
な
っ
た
畑
に
植
え
付
け
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
ど
の
果
菜
類
に
も
共
通
す
る
こ
と

で
す
が
、
特
に
寒
さ
に
弱
い
ナ
ス
や
ピ
ー

マ
ン
、
そ
し
て
若
苗
を
植
え
る
と
後
で
育

ち
す
ぎ
て
困
る
ト
マ
ト
（
ミ
ニ
は
別
）
で

は
、
こ
の
方
法
で
成
功
率
が
大
変
高
ま
る

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

キ
ュ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ャ
40
〜
45
日
）
が
か

か
る
し
、
管
理
も
難
し
い
の
で
、
家
庭
菜

園
で
は
春
植
え
の
も
の
な
ら
苗
を
購
入
す

る
の
が
得
策
で
す
（
苗
作
り
の
方
法
は
次

号
に
掲
載
）。

最
近
は
大
変
早
い
時
期
か
ら
た
く
さ
ん

の
苗
が
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
は
苗
の
品
質
面
で
の
ば
ら
つ

き
が
か
な
り
大
き
い
の
で
、
苗
質
を
見
分

け
る
目
を
養
っ
て
、
よ
い
苗
を
買
い
求
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
何
し
ろ
果
菜
類
の

苗
の
段
階
で
、
収
穫
果
の
も
と
に
な
る
重

要
な
花
芽
が
す
で
に
た
く
さ
ん
育
っ
て
い

る
（
大
玉
ト
マ
ト
の
定
植
適
期
苗
に
は
３

段
目
の
花
芽
ま
で
で
収
穫
果
10
個
以
上
）

の
で
す
か
ら
。

よ
い
苗
を
選
ぶ
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
は
、

葉
の
大
き
さ
・
厚
さ
・

色
、
茎
の
太
さ
・
節
間

の
長
さ
、
蕾
つ
ぼ
み
の
進
み
具

合
、
病
斑
の
有
無
な
ど

で
す
。
根
の
張
り
具
合

も
極
め
て
重
要
で
す
が
、

こ
れ
は
店
頭
で
鉢
を
外

し
て
見
る
わ
け
に
も
い

き
ま
せ
ん
。

次
に
重
要
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
苗

全
体
の
大
き
さ
、
生
長

の
進
み
具
合
で
す
。
最
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第3図　よい苗の見分け方第3図　よい苗の見分け方

第2図　使い残ったタネの上手な保存方法第2図　使い残ったタネの上手な保存方法 よ
い
苗
の
入
手
方
法

と
苗
の
扱
い
方

①タネを紙の上
にのせて日に
当て、よく乾
かす。黒色の
タネは直射日
光を避ける。

②タネを紙袋に
入れて乾燥剤
の上に置く。

③缶に蓋をし、テープ
を巻いて密封する。

夏は涼しい
所に保管す
る。

悪い苗

節間が極端につまった
り伸びたりしたもの。

下の方の葉が
小さいもの。

地際部に病痕の
あるもの。

よい苗
芯葉がしっかり
している。

双葉がしっかり
ついている。※

※ただし、接ぎ木苗は接ぎ方によってついて
いないものある（特にトマト、ナス）。

下の方の葉が厚
くて色が濃い。

地際に病斑
がない。

節間が徒長して
いない。

蕾が大きくふく
らんでいる。



532002．5．園芸新知識

体
に
タ
ネ
ま
き
す
る
方
法
。

コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
シ
ュ
ン

ギ
ク
、
コ
カ
ブ
な
ど
の
、
小
物
葉
根
菜
類

に
は
主
に
こ
の
方
法
を
用
い
ま
す
。
ま
た
、

狭
い
畑
を
有
効
に
使
う
ベ
ッ
ド
栽
培
や
プ

ラ
ン
タ
ー
栽
培
で
は
、
板
切
れ
な
ど
で
小

さ
な
溝
を
つ
け
て
タ
ネ
ま
き
し
ま
す
。
こ

れ
も
す
じ
ま
き
の
一
方
法
で
す
。
溝
の
底

面
が
平
ら
に
な
る
よ
う
に
し
て
、
タ
ネ
は

ム
ラ
な
く
丁
寧
に
ま
き
、
覆
土
の
厚
さ
を

で
き
る
だ
け
均
一
に
す
る
の
が
そ
ろ
っ
て

発
芽
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
（
第
５
、
第
６
、

第
７
図
）
。

タ
ネ
ま
き
の
方
法
は
野
菜
の
種
類
（
主

に
草
体
や
根
の
大
き
さ
、
タ
ネ
の
大
き
さ
）

や
畑
の
状
態
（
平
畝う
ね

、
ベ
ッ
ド
、
プ
ラ
ン

タ
ー
）
に
よ
り
相
異
し
ま
す
が
、
代
表
的

な
の
は
①
す
じ
ま
き
、
②
点
ま
き
、
③
ば

ら
ま
き
の
三
法
で
す
。

①
す
じ
ま
き

く
わ
で
ま
き
溝
を
列
状
に
作
り
、
溝
全

第4図　小さい苗の仕上げ管理第4図　小さい苗の仕上げ管理

ひと回り大きな鉢に植え替えた
（３号鉢→４号鉢）、育苗中の苗。
上／キュウリの苗。本葉４～５
枚開いたころ（写真より１０日後
くらい）に畑に植え付ける。
下／トマトの苗。あと２週間ぐ
らいで花が咲き始める。そのこ
ろ畑に植え付ける。

畑ですじまきの作業手順例
Åひもを張り、タネをまく溝の位置を決める。
ıまき溝に、たっぷりと水分を与えておく。
Çタネをまく。
Îまいたタネの上を薄く土で覆う。

植え付け適期の苗。上からナス、
ピーマン、スイカ。

トマト

育つにつれて葉が重なり合わない程度に
株間を広げて、がっちりと仕上げる。

ナス

a
d

d

A

B

C

D

タ
ネ
の
ま
き
方

タキイ育苗培土。
育苗する際に足す
土も、よい土を選
ぶことがポイント。
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第5図　すじまきの仕方第5図　すじまきの仕方

第6図　浅型育苗箱（ポリトロなど）へのタネのまき方第6図　浅型育苗箱（ポリトロなど）へのタネのまき方

第7図　プランターでのすじまきの仕方第7図　プランターでのすじまきの仕方

ベッドでのすじまきの作業手順例
Å板切れなどでまき溝を作る。
ı溝に沿ってタネをまく。
Ç溝の両側の土をつまみ寄せて覆土する。
Î板などを用いて表面を押さえる。手の
ひらで軽く押さえてもよい。

A

B

C

D

板切れなどで何回
も丁寧にならす。

幅２㎝、深さ
１㎝くらいの
溝をつけてタ
ネをまく。

畑への直
じか

まき

ベッドでのタネまき

d

b

タネをまく前に溝全面に丁
寧に潅水しておく。

タネがやっと見えなくなる
くらいに浅く覆土する。

覆土した後、くわの背で強
めに押さえ、タネと土をな
じませる。

（コネギ、メジソ
などの例）

a

b

d

覆土は細かいふるいを
使い、かすかにタネが
見えなくなる程度に薄
めにする。

新聞紙をかけて
乾燥を防ぐ。

表面を平らに
ならす。

排水口が開いている
ことを確かめる。

網底

ふるいを通した
細かい土2～3㎝あける。

用土

板切れを押さえつけて幅２㎝、
深さ１～１.５㎝のまき溝をつけ
る。溝の間隔は１５㎝くらい。

新聞紙は発芽を始めたら、
遅れないように取り除く。新聞紙を取り

遅れると徒長
する。

タネまきしたら手のひらか
板切れで軽く押さえて土を
落ち着かせ、たっぷり潅水
し、乾かないよう新聞紙を
覆う。寒い時期ならその上
にさらにビニールをのせる。

a
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オクラは用途が意外に多く、フヨウに似た黄色の花は夏
の観賞用としてもなかなかのもので、身近な庭先菜園やプ
ランターでの栽培におすすめの野菜です。
高温性で、小苗の間は特に寒さに弱く、早植えしすぎる

と一向に生長が進まずに落葉したりして失敗しがちです。
かえって十分暖かくなってから作り始めるのがよく、４月
の終わりからタネまきしてもよく育ち、夏の暑さを乗り越
えて秋遅くまで収穫し続けることができます。
３号のポリ鉢に４～５粒まきし、育つにつれて間引き、

本葉４～５枚で１本立てとし、畑に株間４０㎝で植え付けし
ます。タネはかたく吸水しにくいので、あらかじめ２～３
日ぬるま湯につけ、芽出ししてからまくとよく発芽します。
草丈が３０～４０㎝に伸びるまでは育ちが遅く、その後も葉

が掌状五裂なので、あまり込み合いませんから、１カ所に

２株ずつ植え付けて栽培します。１株の花数が少ないので、
２本立てて花数を確保した方が、収穫果数が増えて得策で
す。
草丈が１ｍ以上にもなると分枝し、次第に葉が込み合っ

てくるので、適宜摘葉し、各々の葉に日がよく当たるよう
にします。
葉色や花の咲き具合をよく観察し、肥料切れさせないよう

１５～２０日に１回、１株当たり油かすと化成肥料を各大さじ１
杯ぐらい、株の周りに追肥します。
収穫は果の長さが６～７㎝で、やわらかなうちに行いま

す。育ちが早いので、とり遅れないよう注意してください。
果梗
か こう

はかたく、莢はつぶれやすいので、ハサミを使わない
とうまく収穫できません。

花も実も人気のオクラをどうぞ
5月

②
点
ま
き

く
わ
や
小
型
の
除
草
ぐ
わ
な
ど
で
小
幅

の
ま
き
溝
ま
た
は
小
穴
を
作
り
、
一
定
の

株
間
の
間
隔
を
設
け
て
点
々
と
数
粒
ず
つ

の
タ
ネ
を
ま
く
方
法
で
す
。
タ
ネ
が
大
粒

で
、
一
株
一
株
が
大
き
く
育
つ
マ
メ
類
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
が
こ
の
方
法
を
用

い
ま
す
。

ダ
イ
コ
ン
の
場
合
は
、
株
ご
と
に
ジ
ュ

ー
ス
の
ビ
ン
な
ど
の
底
を
土
に
押
し
つ
け
、

輪
状
の
小
溝
を
つ
け
、
そ
こ
に
円
形
に
タ

ネ
を
ま
き
つ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
点
ま
き
の
変
形
と
見
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

③
ば
ら
ま
き

ベ
ッ
ド
を
作
り
、
表
面
を
板
切
れ
な
ど

で
丁
寧
に
平
ら
に
な
ら
し
、
全
面
に
均
一

に
タ
ネ
を
振
り
ま
く
よ
う
に
し
て
ま
く
方

法
で
す
。
草
体
が
小
さ
く
、
密
に
育
て
る

ほ
う
が
能
率
の
よ
い
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ネ
ギ

な
ど
の
苗
床
に
は
、
こ
の
方
法
を
用
い
ま

す
。タ

ネ
を
少
量
ず
つ
、
指
先
で
つ
ま
み
、

も
む
よ
う
に
し
て
ば
ら
つ
か
せ
な
が
ら
ま

ん
べ
ん
な
く
ま
く
の
が
コ
ツ
で
す
。
タ
ネ

が
広
い
範
囲
に
全
面
に
ま
か
れ
る
の
で
、

覆
土
も
ふ
る
い
を
用
い
、
全
面
に
ム
ラ
な

く
ば
ら
ま
き
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

a

１カ所に２株ずつ
植え付ける。

開花後７～１０日、
長さ６～７㎝のこ
ろが一番おいしい。

果梗はかたいので、
必ずハサミで切り
取って収穫する。

３号ポットに
４～５粒まき。

生育が進むにつ
れ、適宜間引く。

本葉４～５枚
で１本立てに。

a
a

a


